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屋
号
は
鶴
屋
で
あ
っ
た
が
、
貞
享
五
年
（
一
六
八
八
）
二
月
、

「
江
戸
ヨ
リ
之
御
触
之
内
ニ
付
、
改
門
名
ヲ
あ
た
ら
し
や
と

相
改
め
申
候
」（「
瀧
川
家
公
用
控
」）
か
ら
す
る
と
、
こ
の

絵
図
は
、
鶴
屋
の
屋
号
が
新
屋
に
変
わ
っ
た
直
後
に
描
か
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
頃
の
松
江
藩
は
、
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
の
大
洪

水
以
来
、
数
度
の
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
て
凶
作
の
年
が
続

い
た
。
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
よ
り
五
年
間
、
士
族
の
禄

高
を
半
減
（
半
知
）
す
る
な
ど
、
元
禄
の
頃
は
家
中
の
生
活

が
最
も
逼ひ

っ

迫ぱ
く

し
て
い
た
（『
松
江
市
誌
』
一
九
四
一
）。
御
用

商
人
た
ち
は
、
藩
へ
の
経
済
的
な
支
援
も
さ
ぞ
多
か
っ
た
と

推
定
さ
れ
る
。

　

後
年
の
「
松
江
末
次
商
家
図
」（
明
和
七
年
＝
一
七
七
〇
）

で
は
、
他
国
商
人
の
名
前
に
代
わ
っ
て
、
大
社
・
平
田
・
荘

原
な
ど
宍
道
湖
周
辺
の
在
郷
出
身
と
思
わ
れ
る
人
名
が
多
く

な
っ
て
い
る
。
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和
多
見
の
町
は
、
東
の
売め

布ふ

神
社
と
、
西
の
大
橋
川
沿
い

の
水
運
の
拠
点
（
渡と

海か
い

場ば

）
に
挟
ま
れ
て
い
る
。
古
く
か
ら

町
人
た
ち
の
信
仰
の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
十
八
世
紀
初
め

頃
よ
り
町
人
や
船
頭
ら
の
遊
興
の
地
と
し
て
賑
わ
っ
た
よ
う

だ
。

　

本
図
（
原
図
：
最
初
の
図
）
に
は
、
町
人
の
居
宅
一
二
軒

と
借
家
四
二
五
戸
、
屋
敷
内
に
は
一
〇
の
土
蔵
と
と
も
に
、

井
戸
・
納
屋
・
便
所
・
湯
殿
・
竈か

ま
ど

が
記
載
さ
れ
て
い
る
な

ど
、
住
人
の
生
活
状
況
が
う
か
が
え
る
。
原
図
（
最
初
の
図
）

に
は
一
二
九
か
所
の
貼
紙
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
年
代
と

と
も
に
所
有
者
名
や
家
屋
の
増
改
築
、
さ
ら
に
後
年
の
建
て

替
え
や
借
家
人
の
変
動
な
ど
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

裏
書
に
は
、「
絵
図
第
六
十
三
号
、
天
保
十
二
年
丑
八
月
、

和
多
見
町
下
絵
図
」
と
あ
る
。
こ
の
町
屋
図
は
、
天
保
十
二

年（
一
八
四
一
）九
月
、町
方
に
よ
っ
て
戸
数
調
査
が
行
わ
れ
、

そ
の
時
、
図
面
を
差
し
出
し
た
と
の
記
録
（『
松
江
湖
漁
場
由

来
記
』
青
砥
可
休
）
に
一
致
す
る
よ
う
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
こ
の
絵
図
は
、
町
肝き

も

煎い
り

・
組
合
頭
の
町
役
人
が
小

間
割
（
町
人
の
役
）
の
分
担
、
各
町
人
の
居
住
地
を
把
握
す

る
目
的
で
提
出
さ
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
絵
図
は
、

も
と
も
と
白
潟
地
区
南
方
の
古
刹
洞
光
寺
に
保
管
さ
れ
て
い

た
の
を
、
後
に
松
江
市
に
移
管
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

　

原
図
に
書
か
れ
た
居
住
者
は
、
提
出
時
期
よ
り
約
六
〇
年

以
上
前
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
白
潟
本
町
、
天
神
町

の
貼
紙
に
は
、
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
の
記
述
が
あ
る
。

　

町
内
は
、
居
宅
は
わ
ず
か
一
二
軒
に
対
し
て
、
総
戸
数
の

九
七
㌫
が
借
家
で
あ
り
、
裏
長
屋
が
軒
を
連
ね
た
庶
民
的
な

挿図32　「和多見解読図」（貼紙図）（部分）（舩杉力修（代表者）2009）


